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平
成
二
十
五
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
及
び
欠
席
者
会

が
五
月
十
日(

金)

・
十
六
日(

木)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

本
年
度
の
会
長
は
大
形
久
美
子
さ
ん
が
、
副
会
長

は
前
田
一
德
さ
ん
、
永
渕
真
二
さ
ん
、
上
之
園
智
子

さ
ん
が
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
先
生
方
と 

保
護
者
の
距
離
を
縮 

め
る
た
め
に
前
Ｐ
Ｔ 

Ａ
会
長
の
片
平
さ
ん 

の
提
案
で
、
先
生
方 

と
保
護
者
の
方
が
向 

き
合
う
形
式
を
と
り 

ま
し
た
。 

 

お
忙
し
い
中
、
ご
出 

席
く
だ
さ
い
ま
し
た 

保
護
者
の
皆
様
、
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

一
七
○
○
Ｍ
）
の
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
気
温
が
や
や
低
か
っ
た

上
に
風
も
強
く
、
だ
い
ぶ
肌
寒
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
天
気
は
雲
一
つ
な

い
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
五
合
目
ま
で
の
長
い
岩
道
に
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
合
目
以
降
は

眼
下
一
面
に
ひ
ろ
が
る
広
大
な
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
各
々
の
ペ
ー
ス
で
登
っ

て
い
ま
し
た
。 

ま
た
こ
の
登
山
を
通
し
て
ク
ラ
ス
の

友
人
同
士
や
先
輩
・
後
輩
の
交
流
の
輪

も
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 
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五
月
八
日
・
九
日
を
中
心
に
大
隅

地
区
高
校
総
体
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財
部
高
校
か
ら
陸
上
部
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
・
卓
球
部
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

陸
上
部
で
は 

橋
口 

さ
ん
が
、
砲

丸
投
げ
で
三
位
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

で
は
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で 

豊
丸
・
前
田 

組
が
、
全
体
で
三
位
。
そ
し
て
卓
球

部
で
は 

愛
甲
・
満
重 

組
が
男
子
ダ

ブ
ル
ス
で
全
体
で
三
位
の
成
績
を
あ

げ
ま
し
た
。 

ま
た
五
月
十
七
日
（
金
）
～
十
八

日
（
土
）
に
は
財
部
高
校
百
人
一
首

同
好
会
が
、
五
月
十
三
日
（
土
）
に

は
財
部
高
校
将
棋
同
好
会
が
県
大
会

に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
事
に
全

国
大
会
（
全
国
高
文
祭
）
出
場
の
権

利
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
百
人
一

首
同
好
会
は
初
出
場
、
将
棋
同
好

会
は
昨
年
度
に
続
い
て
二
度
目
の 

出
場
に
な
り
ま
す
。 

 

今
回
結
果
を
残
し
た
財
部
高
校
の

各
部
で
す
が
、
こ
の
中
の
ほ
と
ん
ど

は
未
経
験
者
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
こ

こ
ま
で
の
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。
高

校
デ
ビ
ュ
ー
で
も
一
生
懸
命
練
習
す

れ
ば
成
果
が
残
せ
ま
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
も
部
活
で
青
春
を
謳
歌
し
ま
せ

ん
か
？
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
入
部

希
望
者
を
待
っ
て
い
ま
す
！ 

卓
球
部
地
区
大
会
の
準
決
勝
の
様
子 

（
奥
側
が
愛
甲
・
満
重 

組
） 

 

今
、
財
部
高
校
音
楽
同
好
会
が
演
奏
す
る

「
ゴ
ッ
タ
ン
」（
木
で
作
っ
た
三
味
線
の
よ
う

な
楽
器
）
が
広
く
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。↗ 

五
月
十
二
日
（
月
）
に
は
ゴ
ッ
タ
ン

を
紹
介
す
る
た
め
、
鹿
児
島
県
の
ご

当
地
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
現
在
、
人
気

爆
発
中
の
「
薩
摩
剣
士
ハ
ヤ
ト
」
が

来
校
し
ま
し
た
。
ハ
ヤ
ト
は
音
楽
室

で
音
楽
同
好
会
の
練
習
風
景
を
見
学

し
た
後
、
次
回
予
告
を
本
校
で
収
録

し
、
最
後
に
み
ん
な
で
集
合
写
真
撮

影
を
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
収
録
は
Ｋ
Ｔ
Ｓ
の
六
月
十
日
の

「
ゆ
う
テ
レ
」（
16：00
～
17：00
）
内
で
放

映
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
五
月
二
十
七
日
（
日
）
の
曽

於
市
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
大
会
で
は
、

音
楽
同
好
会
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

開
会
式
で
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。 

今
後
も
財
部
高
校
音
楽
同
好
会

の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
！ 

 

 
 
 

～ 

薩
摩
剣
士
ハ
ヤ
ト 

来
校 

～ 

６
月
行
事
予
定 

 

4
日(

火)
 

頭
髪
服
装
検
査 

7
日(

金)
 

英
語
検
定(

一
次)

 

 

9
日(

日)
 

文
化
祭 

10
日(

月)
 

文
化
祭
の
代
休 

11
日(

火)
 

諸
検
査 

13
日(

木)

～
18
日(

火)
 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
校
門
挨
拶
運
動 

14
日(

金)
 

3
年
生
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス 

 
 
 
 
 
 

漢
字
検
定 

16
日(

日)
 

電
卓
検
定 

17
日(

月)
 

全
体
朝
礼 

18
日(

火)
 

生
徒
総
会 

期
末
考
査
時
間
割
発
表 

 

19
日(

水)
 

中
高
連
絡
会 

財
部
中
学
校
２
年
生
体
験
学
習 

23
日(

日)
 

簿
記
検
定 

24
日(

月)
 

学
年
朝
礼 

25
日(

火)

～
28
日(

金) 

期
末
考
査 

28
日(

月)
 

第
１
回
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会 

30
日(

火)
 

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定 

 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 

   

                  

 

四
月
二
十
六
日
（
金
）

に
、
恒
例
の
霧
島
山
系
登

山
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
財
部
高
校
全
学
年
の

生
徒
が
韓
国
岳
（
標
高 

韓    

   
財

部

高

校

音

楽

室

に

現

れ

た 

薩

摩

剣

士

ハ

ヤ

ト 
 

↑ 

 

最
後
の
集
合
写
真 

→ 

 
 

【
主
な
成
績
（（ 
）
は
学
年
と
ク
ラ
ス
）】 

○
陸
上
部 

 

・
大
隅
地
区
高
校
春
季
陸
上
競
技
大
会 

 
 

砲
丸
投
げ
３
位 

 
 
 

橋
口
風
音(

3－1) 

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

 

・
大
隅
地
区
高
校
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位 

 
 
 

豊
丸
春
菜(

3－2)

・
前
田
晴
菜(

3－2) 

組 

○
卓
球
部 

 

・
大
隅
地
区
高
校
春
季
卓
球
大
会 

 
 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位 

 
 
 

愛
甲
大
貴(

3－2)

・
満
重
義
昭(

3－2) 

組 

○
百
人
一
首
同
好
会 

 

・
全
国
高
文
祭 

か
る
た
部
門 

出
場 

 
 
 

玉
利
優
香(

3－2)

・
中
満
晴
奈(

3－2) 

○
将
棋
同
好
会 

 

・
全
国
高
文
祭 

将
棋
団
体
戦 

出
場 

 
 
 
 

川
路
彩
乃(

1－1)

・
室
屋
美
咲(

1－1) 

 
 
 

坂
元
佑
衣(

1－2) 


